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上山は抽象形を良く使う。ストライプ（きたまち・しましま
公園、長崎水辺の森公園）、スパイラル（長崎水辺の森公園、トゥ
ロンラッティ湖公園コンペ）、直角格子 （芝さつまの道、日立
シビックセンター）など、大きなフレームが全体を統括し、そ
の中に上山らしい柔らかな線形が重なってゆく。さらに繊細な
表情を持ったデティールが加わり、繰り返し、連続、反転、強
調、といったリズム感のもとに全体の風景を織りなしてゆく。
繰り返しになるが、これらのデザイン要素は全て「土地の声に
耳を傾けた」結果として再構成されている。運河のメタファー
としての水を主役とした舞台装置 （シーバンス）、先人達が身
につけていた様々な飾りのメタファーとしてのオブジェ群（き
たまち・しましま公園、長崎水辺の森公園）、魂のメタファー
としての光のフォーリー（長岡平和の森公園）、井戸のメタ
ファーとしての噴水（芝さつまの道）など、大地の声は様々な
メタファー（隠喩）として大地にデザイン展開されてゆく。
上山はランドスケープ・デザインの基本的スタンスとして「宇
宙的プロセスを心して受け止めることから始めるべきである」
と言う。ランドスケープ・アーキテクトという職業が、地球の
大地に何らかの手を加える作業である以上、天と地を結ぶとい
う概念を基本に置くことは当然の帰結といえよう。このような
基本的な概念設定がなければ、黙して語らぬ大地から「声を聞
く」ことは出来ない。
上山良子、元気いっぱいの 60 代。まだまだ実践家としての
今後の活躍を期待したい。
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